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■今年の主な設問

▽意欲や目的意識を持った学生を
育てる取り組み

▽入学前教育
▽初年次ゼミ

▽全てを英語で行う授業
▽ボランティア活動･インターン

シップ･海外留学の単位認定
▽転学部･転学科･再入学制度の
有無

▽学習支援センターの開設
▽学生同士の相互支援制度
▽発達障害支援
▽奨学金
▽入試方法別入学者数､小論文･
グループディスカッションのテ
-マ

▽退学率､標準修業年限卒業率
▽教育に関する情報公開
▽卒業生の就職･進学状況
▽東日本大震災への対応

など計約50項目｡

調査内容について討議する検討委員た
ち〔 3月28日､読売喜折関東窮本社で)
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ものつくり大学　　､

-感こ′､一　　層賢二′熱壷葦

職人からコテの使い方を教わる
鈴木美穂さん(10日､東京･世
田谷区で) -冨田大介撮毒彩

港｢勉葡プラス｣ ｢合格ABCJ ｢親子ホットライン｣休みます亡.

変
化
へ
の
対
応
力
ど
う
養
う

◆
大
学
の
実
力
検
討
委
員
会

調
査
は
'
大
学
の
学
長
経
験
者
や

教
職
員
､
高
校
教
諭
ら
川
人
で
構

成
す
る
｢
大
学
の
実
力
検
討
要
員

会
｣
に
'
設
問
の
設
計
か
ら
分
析

ま
で
幅
広
く
助
言
を
得
て
行
っ
て

い
る
｡
検
討
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
次

の
通
り
(
5
0
酋
順
'
敬
称
略
)
o

▽
天
野
郁
夫
･
重
罰
大
名
誉
教

授
▽
井
下
理
･
曜
応
k
J
教
授
▽
小

方
直
幸
･
東
京
大
枚
教
授
▽
小
田

隆
治
･
山
形
大
教
授
▽
綱
川
正
書

･
元
国
際
基
督
教
大
学
長
▽
満
成

忠
男
･
元
法
政
大
総
長
=
座
長
▽

沢
田
進
二
冗
大
学
基
準
協
会
参
与

▽
千
璽
口
裕
･
全
国
高
等
学
校
進

路
指
導
協
議
会
車
萌
局
長
▽
福
島

1
政
･
愛
知
東
邦
大
理
事
▽
横
田

利
久
･
l
花
大
学
行
政
管
理
学
会
会

良

偏
差
値
や
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
に

頼
ら
な
い
大
学
選
び
の
判
断
材

料
を
提
供
す
る
読
売
新
聞
の

｢
大
学
の
実
力
　
教
育
力
向
上

の
取
り
組
み
｣
調
査
が
今
年
も

始
ま
っ
た
｡
5
回
目
と
な
る
今

回
は
'
｢
変
化
に
対
応
す
る
力
｣

や
｢
未
知
の
分
野
に
挑
戦
す
る

力
｣
を
挙
っ
た
め
'
多
様
な
学

び
の
場
を
ど
の
よ
う
に
設
け
て

い
る
か
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
る
｡
既
に
全
国
7
4
2
の
国

公
私
立
大
学
に
調
査
依
頼
状
を

発
送
し
た
｡
調
査
結
果
は
､
7

月
に
紙
面
掲
載
す
る
｡

調
査
で
は
こ
れ
ま
で
､
各
大

学
の
退
学
率
や
､
入
試
方
法
別

入
学
者
内
訳
な
ど
を
1
覧
表
に

ま
と
め
て
公
表
｡
受
験
生
や
保

護
者
､
高
校
の
進
路
指
導
担
当

教
諭
や
大
学
関
係
者
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
ほ
か
､
最
近
は
､

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
も
注

目
さ
れ
始
め
て
い
る
｡

富
士
通
(
本
社
･
東
京
都
港

区
)
の
人
事
労
政
部
で
は
,
｢
大

学
の
実
力
｣
を
〟
課
題
図
書
〟

に
し
な
が
ら
､
学
生
の
採
用
計

画
を
練
る
｡
同
社
の
豊
酔
撃

人
材
採
用
セ
ン
タ
ー
長
(
4
8
)
は

｢
会
社
が
欲
し
い
人
材
を
採
用

す
る
に
は
ま
ず
'
大
学
で
ど
の

よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
､
ど
の

よ
う
な
問
題
意
識
を
抱
え
て
い

る
か
を
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
｣
と
話
す
｡

同
社
に
よ
る
と
､
最
近
の
新

入
社
員
に
は
､
主
体
性
や
実
行

力
な
ど
｢
前
に
踏
み
出
す
力
｣

が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
'
採
用

内
定
後
か
ら
始
ま
る
社
員
教
育

育
成
プ
ロ
グ
ラ

そ
こ
で
今
回
の
調
査
で
は
､

学
内
で
の
学
び
に
と
ど
ま
ら

ず
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
'
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ツ

如
謂
律
結
果
7
月
掲
載
誓
,
醍
醐

い
う
｡
こ
う
し

た
声
は
､
他
の
企
業
採
用
担
当

者
や
大
学
関
係
者
か
ら
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
｡

学
な
ど
の
単
位

認
定
､
参
加
学
生
数
に
も
日
を

向
け
た
｡
学
外
や
国
外
で
の
活

動
を
通
し
て
'
学
生
は
自
分
自

身
を
見
つ
め
直
し
､
大
き
く
成

長
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

だ
｡

高
校
や
受
験
生
か
ら
の
要
望

を
受
け
､
学
部
別
の
取
り
組
み

状
況
を
尋
ね
る
設
問
も
増
や
し

た
｡
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
駐
す

る
学
生
相
談
室
の
設
置
な
ど
､

多
様
な
学
生
支
援
体
制
に
つ
い

て
も
聞
い
て
い
る
｡

も
の
つ
く
り
大
学
(
埼
玉
県

行
田
市
)
は
､
4
0
-
8
0
日
間
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
'
卒
業
ま

で
に
1
㌧
2
回
履
修
さ
せ
て
い

る
｡
大
学
の
学
び
へ
の
動
機
づ

け
を
促
す
と
と
も
に
'
志
望
す

る
仕
事
が
自
分
に
合
っ
て
い
る

か
を
確
認
し
'
就
職
後
の
ミ
ス

ん
(
2
 
1
)
が
､
2
回
目
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

た
｡
2
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
商
店
建
築
の
左
官
作
業
を

体
験
し
た
が
､
｢
今
度
は
木
造

建
築
を
や
っ
て
み
た
い
｣
と
､

伊
藤
左
官
工
業
(
東
京
･
調
布

市
)
で
の
実
習
を
希
望
し
た
｡

期
間
は
'
4
月
上
旬
か
ら
6

月
上
旬
ま
で
の
実
働
4
0
日
間
｡

就
業
体
験
4
0
-
8
0
日
で
自
主
性

マ
ッ
チ
を
防
ぐ
｡

今
月
1
0
日
､
東
京
･
世
田
谷

区
の
住
宅
新
築
工
事
現
場
で

は
､
左
官
職
人
を
目
指
す
同
大

建
設
学
科
4
年
の
鈴
木
美
穂
さ

ミ
キ
サ
ー
に
モ
ル
タ
ル
と
水
を

入
れ
て
か
き
回
し
､
手
際
よ
く

材
料
を
作
る
｡
職
人
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
'
コ
テ
を
使
っ
た

下
塗
り
も
体
験
し
て
い
る
｡

｢
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

し
て
'
職
人
の
プ
ロ
意
識
の
す

(
,
)
さ
を
体
感
で
き
た
｡
社
会
に

出
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
だ
け

の
知
識
を
'
大
学
に
い
る
う
ち

に
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
｣
｡
鈴
木
さ
ん
は
､
そ
う

言
っ
て
表
情
を
引
き
締
め
る
｡

鈴
木
さ
ん
が
所
属
す
る
研
究

ひ
と
L

室
の
三
原
斉
教
授
(
4
9
)
(
逮

築
生
産
学
)
は
､
｢
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
か
ら
帰
っ
て
き
た
学

生
に
専
門
用
語
で
質
問
さ
れ
'

圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
｡
日
の
輝
き
が
変
わ
り
､
自

分
か
ら
進
ん
で
勉
強
す
る
よ
う

に
な
る
｣
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
効
能
を
強
調
す
る
｡


